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２．家族内で対応できており、サービスを利用 

  する必要性を感じないため 

４．他人に家事・育児等を任せることに 抵抗 

   があるため 
５．セキュリティ（破損、盗難、プライバシー 

   情報の漏れ等）に不安があるため 

■女性活躍の推進には、長時間労働の削減や柔軟な働き方を推進するとともに、家庭負担の軽減  
が必要。 

■しかし、家事支援サービスの利用は限定的（利用率２％程度で市場は発展途上）。利用していな
い主な理由は、「価格が高い」（約５割）、「他人が家に入ることへの心理的抵抗」（約４割）などサー
ビスに対する不安感。 

 家事支援サービスの現状 

1 （出所）NRIが平成23年1月に25歳～44歳までの女性2,000人に対して実施したインターネットアンケート調査「家庭生活サポートサービスの
利用に関するアンケート調査」 
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価格 

家事支援サービスを利用していない理由 

１．価格が高いため 

３．他人に家の中に入られることに抵抗が 

   あるため 

６．どの会社が良いサービスを提供している 

   のかわかりにくいため 

７．特に理由は無い 

８．どのような会社がサービスを提供して 

     いるのか分かりにくいため 

９．サービス・商品の質に不安があるため 

現在家事支援サービスを利用：２％ 知っているが利用したことがない：８０％ 知らなかった：１７％  

将来利用意向あり：１６％  


